
 
 
 

 
 

学校通信 

    学校生活における大切なお知らせです     
 

2009年 12月 20日発行 第 80号 (毎月１回発行) 

 
 

 

●教務からのお知らせ                
 

●事務室からのお知らせ                
 

●保健室・カウンセリングスペースからのお知らせ     
 

●生徒支援からのお知らせ                        
 

●進路支援からのお知らせ  
       

●『しごと悩み相談室』からのお知らせ 
 
●『特別活動』のお知らせ 
 

●今月の聖句 

                   

 
 

<同封物> 

●進路ニュース（青）＜3年次・卒業年次＞ 

●進学教育センターだより第8号(桃・冊子)＜全員> 

 

 

 

 

 

  

ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 
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本校ホームページを 4月より、リニューアルしています。是非ご覧ください。 

｢学校通信｣はバックナンバーを含め、本校のホームページでも閲覧できます。 
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今月のメッセージ 

    
――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

① 高校に3年以上在学すること。 

② 74単位以上修得すること。 

③ 必要な教科・科目(必修科目)を履修すること。 

④ ｢総合的な学習の時間｣を3単位以上修得すること。 

⑤ 特別活動に30時間以上参加すること。 

                                        (｢2009年度学務の手引き｣より抜粋) 

 
 
 12月に入り、師走の寒さを感じつつも、皆さんが頑張ってくれた街頭募金の頃までは、

少し遅い「小春日和」を思わせる暖かな日差しを肌に感じる日もありました。この季節な

らではの天からのプレゼントでしたね。毎日が暖かいとそう感じないものですが、寒さが

続くと本当にこの日差しは有難いものです。 

 さて、プレゼントと言えば、もう一つ大切なことがありますね。そうです。クリスマス

です。クリスマスはイエス・キリストの誕生日であり、神様が私たちにイエス・キリスト

をプレゼントしてくれた日でもあります。そして、この日をお祝いしてみんながプレゼン

トを贈りあい、お互いにイエス・キリストの生誕をお祝いするのです。 

そして、プレゼントは物とは限りません。感謝の気持ちを持つ、優しい気持ちを持つ、

親切さを持つなど、こころの中に抱く気持ちでもよいと思います。誰かに対してではなく

ても、この様な気持ちを自分の中に育むだけでも、自分と周りの人たちへのすばらしいプ

レゼントになると思います。 

 12月も残すところわずかですが、この時期、一年を振り返り新しい年を迎える準備をす

ることも大切です。新しい年に希望を抱き、自分なりのプレゼントを考えてみてはどうで

しょう。 

 

「受
う

けるよりは 

与
あ た

える方
ほ う

が幸
さい わ

いである」 
使徒言行録 20章35 節（新共同訳） 

2009年 6月～2010年 5月 
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日 曜 行事予定など 
 12 月   

12/21 月 ｢総合的な学習の時間Ｂ｣希望コース提出締切日 
12/22 火 後期通常スクーリング最終日 
12/23 水 （天皇誕生日）冬期休暇開始（～1/5） 

2010年   1 月   
1/1 金  
2 土  
3 日  
4 月  
5 火 冬期休暇終了 
6 水 「体育ｃ」補充スクーリング日、集中講座「聖書に親しむ３」 
7 木 「体育ｂ」補充スクーリング日、集中講座「産業社会と人間・集中」「聖書に親しむ３」 
8 金 後期レポート提出最終締切日（郵便消印有効） 

9 土  

10 日  
11 月 （成人の日） 
12 火 集中講座「産業社会と人間・集中」 
13 水 集中講座「情報Ａ基礎7」「体育ｃ6」（～1/19）、「総合的な学習の時間Ｂ」講座要項送付予定 
14 木  
15 金  
16 土 大学入試センター試験 
17 日 大学入試センター試験 
18 月 大学入試センター試験自己採点報告(15時まで) 
19 火  

20 水 
集中講座「産業社会と人間・集中」、 
〔学校通信〕・〔単位認定テスト出題範囲の案内〕発送予定 

21 木 集中講座レポート最終締切日（17時事務室必着） 

22 金 大学入試センター試験分析ガイダンス（11：30～） 

23 土 
後期〔学習状況報告（最終）〕、〔単位認定テスト受験資格確認表〕、〔レポート記述・解答例集〕
〔筆記式テスト時間割〕発送予定、進研記述模試（1、2年次） 

24 日  
25 月  
26 火 単位認定（課題式）テスト発送予定 
27 水 「総合的な学習の時間Ｂ」（～2/1） 
28 木  
29 金  
30 土 特別活動：街美化ボランティア（予定） 
31 日  

  2 月   
2/8 月 単位認定（筆記式）テスト 
2/9 火 単位認定（筆記式）テスト 
2/12 金 単位認定（筆記式）テスト 
2/15 月 単位認定（筆記式）テスト、単位認定（課題式）テスト提出締切 
2/16 火 単位認定（筆記式）テストの追テスト  

2/22 月 〔学校通信〕発送予定 

2/24 水 単位認定（筆記式）テストの再テスト（または再テスト代替課題提出締切） 

2/27 土 1・2年次生 保護者とともに進路を考える会 

スケジュール 

冬期休暇中は通学できません。 
レポートの学校提出はできません。 
12/23～1/5は学校休業日のため、 
電話での問合せにもお応えできません。 
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【冬期休暇】12月23日（水・祝）～1月5日（月） 

 

冬期休暇中、皆さんは通学できず、事務取扱もいたしません。レポートの窓口提出もで

きませんのでご注意ください。（次項および[事務室からのお知らせ]もご覧ください。） 

 

【後期レポート提出の最終締切日】 1月8日（金）17時(当日消印有効) 

  

■冬期休暇中、レポートは学校事務室では窓口受理はできません（郵送のみ受付します）。 

レポートの提出期限が、冬期休暇期間（12/23～1/5）に入っている場合は、郵便のみ受

け付け、郵便の消印日が提出日となります。 

■後期レポートの最終締切日は1月8日（金）で、学校事務室では17時まで受け付け

ます。（1月集中講座は除く） 

■郵送は1月8日付消印まで有効ですが、ポストに投函してもそのポストの収集時間が過 

ぎている場合は当日消印が付きません。1月8日(金)に郵便で提出する場合は、必ず郵

便局の窓口で送付するようにしてください。 

■郵便以外の、宅配便・メール便などでの送付は受け付けません。 

 レポートの最終締切日には、十分注意してください。 

■スクーリング代替課題、総合的な学習の時間Ａ（「阿倍野防災センター」「ＡＴＣに行こ 

う」「大阪府立弥生文化博物館」）のレポートの最終締切日も1月8日（金）です。  

■最終締切後に再提出になったレポートは、レポート表紙に赤字で記された日時（1/20 

(水)17時）まで学校事務室必着（郵便消印ではありません）で受け付けます。 

■ただし、レポート最終締切日に、レポートを白紙ないし白紙同然で提出した場合は、 

不合格となり、再提出できません。 

※レポート提出については「事務室からのお知らせ」もよく読んでください。 

 

【スクーリング】 

 

■後期の通常講座のスクーリングは12月22日（火）までに終了します。(１月に実施す
る集中講座は１月に実施します） 
■スクーリングは、各講座とも補講はありませんので、十分注意してください。 
※体育は、出席時数が不足の人を対象に、体育ｂは1/7(木)に、体育ｃは1/6(水）に、 

2限目～5限目に補充スクーリングを行います。くわしくは担当教員にご確認くださ

い。 

※理科の一部、英語科の一部、芸術科の一部、家庭科の一部、宗教の各講座は、スク

ーリング代替課題があります。出席時数が不足する場合は、スクーリング代替課題

の提出で出席を補ってください。 

教務からのお知らせ 

（補充スクーリング、スクーリング代替課題で補える数は、講座ごとに上限が決まっ 
ています） 
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■「スクーリング代替課題」のある講座で（該当講座の封筒には、肌色の用紙に印刷した

「スクーリング代替課題」が封入されています）、スクーリング出席の一部を「代替課   

題」で補いたい場合は、バーコードシールをレポート用のシールと間違えないよう区

別して貼って提出してください。 

■「代替課題」のシールは、講座名の前に●が付いており、講座ごとにレポート用のシー    

   ルの後に印字されています。「スクーリング代替課題」の最終締切日も1月8日(金）  

   です。 

 
【「情報A」および情報処理系列の講座を登録している人へ】 

 
 以下の日時にコンピュータ室を開放しますので、レポート作成に必要な場合はご利用く

ださい。 
12月21日（月）・1月8日（金）の各14時～17時 

 

【「総合的な学習の時間」登録者へ】 

 

■校外施設見学の「総合的な学習の時間Ａ」すなわち「阿倍野防災センター」「ＡＴＣに 

行こう」「大阪府立弥生文化博物館」を登録している人は、1月8日（金）のレポート

最終締切日に間に合うよう、休館日のある場合を考慮して、早目に見学に行ってくだ

さい。 

■「総合的な学習の時間Ｂ」は2010年 1月27日（水）～2月 1日（月）の期間に実施し
ます。（土日は除く） 

■講座登録者で、受講希望コースの申込みをしていない人は、コースを確認の上、12月

21日（月）までに申し込んでください。 

■受講希望コースを提出した人には、受講決定コースと講座要項を1月13日（水）頃に

郵送いたします。（担当：池本・齊藤・大谷） 
  
【｢総合的な学習の時間Ｂ｣の講座概要の訂正について】 

 

｢総合的な学習の時間Ｂ｣を登録している人に、12月 7日(月)に講座概要をお送りしてい

ます。その概要に以下の訂正がありますのでご確認ください。 

講座概要に間違いがあったことをお詫びして訂正いたします。 

・講座名：｢心理学を体験してみよう！｣ 

誤       正 

・日程 ：1月29日(金) → 1月28日(木) 

・費用 ：300円     → 無料 
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【単位認定テストについて】 

 
■単位認定テストは、すべての講座で実施します。（「総合的な学習の時間」は除く） 
○単位認定テストには、筆記式、課題式、実技式の3つの実施方法があります。 
各講座のテストがどの実施方法でなされるかよく確認して、間違いのないようテス

トを受けてください。（各講座のテスト実施方法は、次ページに一覧表にしています

のでご確認ください） 
○テスト受験資格については、1月 23日（土）ごろ送付する個人別の「単位認定テス

ト受験資格確認表」にてお知らせする予定です。 
 
■テスト実施方法 
  単位認定テストには、筆記式テスト、課題式テスト、実技式テストの 3つの方法があ

ります。各講座とも、この3つの方法のいずれかで、単位認定テストを実施します。 
 

◎筆記式テスト 
    ・筆記式テストは、テスト期間中にテスト日時を決めて学校で実施します。 
    ・後期の筆記式テスト実施日は、2月8日（月）9日（火）12日（金）15日（月）

です。今からスケジュールを調整しておいてください。 
    ・テストは、通常のスクーリングの時間割とは違う時間割で実施します。 
    ・テストの時間割は、1月23日（土）に送付する予定です。 

 
◎課題式テスト 
 ・講座の履修が認められた人（スクーリングとレポートの条件をクリアした人）

に、課題式テストを送付します。 
    ・みなさんは、自宅で課題式テストに取り組み、締切までに提出してください。 
    ・締切までに提出されなかった場合は、単位の修得はできません。 

・課題式テストは、1月26日（火）に送付する予定です。 
 ・課題式テストの提出締切は、2月15日（月）17時（当日消印有効）です。 

    ・提出方法など、詳細については、課題式テスト送付時にお知らせします。 
     
 

◎実技式テスト 
    ・スクーリング時に実施しています。実技式テストについては、担当教員に確認

してください。 
 

 
 

・課題式テストには、追テスト、再テストはありません。 
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【高認および「学校外の学修」の単位認定申請】 
 
■高認(高等学校卒業程度認定試験)や、英検や漢検などの「学校外の学修」に対する単位
認定を希望する人で2010年3月の卒業予定者は、1月8日（金）までに、担任を通し

て申請書（証明書など添付のこと）を提出してください。 

 ■3月卒業予定でない場合は、2月15日（月）までの申請分を今年度後期分として受け 
  付けます。(いずれも単位認定料が必要です。) 

 

【2010年3月卒業予定者へ】 

■今年度後期に卒業が見込まれる人には、「卒業意思確認書」をお送りし、担任宛に提出 
していただくようにしています。まだ提出していない人は、至急提出するようにして

ください。 
■高校の卒業要件には、必修科目の履修、74単位以上の修得および 30時間以上の特別活
動参加などがあります。これらの１つでも欠けると、すでに就職内定や大学合格して

いても卒業は認められません。 
■現在履修中の講座のレポートは確実に最終締切日（1月8日）までに提出し、合格を得

てください。また、特別活動の参加時間数が不足の人は、積み上げの努力をしてくだ

さい。 
■万一、要件達成に必要な講座が履修不認定となった場合は、「卒業意思確認書」を提出

済みの方にかぎり、その講座や単位数により、｢卒業認定の特例｣を適用できる場合が

あります。（「学務の手引き」P.12参照） 
■最後まで自助努力を欠かさず、全力を尽くしてください。 
■卒業要件等について不明な場合は、担任までお問合せください。 

 
 

 
1月30日（土）（予定） 16時から約1時間（雨天決行） 

 

作業のできる軽装で、10分前に１階ロビーに集まってください。その際、警察への届

け用紙と学校の参加カードの両方に記名してもらいます。 
（特別活動１時間。遅刻や途中で帰ったときは認定されません。） 

 
 
 
 
 

街美化ボランティア 
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【冬期休暇に伴う事務取扱いについて】 

 

 冬期休暇に伴い、事務取扱期間については下記のとおりといたします。レポートの学校

への直接提出についても下記のとおりといたします。冬期休暇中にレポートを提出する

場合は郵送で行ってください。  
 

年末 2009年12月22日(火)まで 冬期休暇に伴う

事務取扱期間 年始 2010年 1月6日(水)から 

※12月26日（土）～1月5日（火）までは学校休業日です。学校への電話連絡はできません。 

電話連絡は1月6日（水）9時以降にお願いします。 

 

【レポート等の再発行について】 

 

■レポート等配布済みの書類を紛失した場合は再発行の手続きができます。所定の用紙

に必要事項を記入のうえ、事務室にて再発行の手続きを行ってください。 

■レポート、バーコードシールの再発行は、下記の事項を正確に記入して申し込んでく

ださい。記入がないと再発行できない場合がありますので注意してください。 

■レポートの再発行は原則として次のスクーリング日（月・水・金）となります。 

［注意事項］ 

1月 8日(金)レポート提出最終締切日のレポート再発行については、1月 7日

(木)17:00までの申込み受付となります。その際は翌8日（金）11：00以降に発行

いたします。 

 

【受験に必要な証明書発行手続きについて】 

 

 受験に必要な証明書を必要とする場合は、「証明書発行願（受験用）」に記入して原則として下

記の①(窓口申込)により申し込んでください。特別な事情がある場合には下記②(郵送申込)

も受け付けますが、必ず電話で担任と確認のうえ行ってください。電話・ＦＡＸやメールでは

申し込みできません。なお、証明書発行までに1週間を要するものもあります。下記の表を確

認のうえ日数の余裕を持って手続きしてください。 

 

①窓口申込 受験予定校の願書・募集要項を持参してＨＲ担任と相談、「証明書発

行願（受験用）」を記入のうえ担任確認印をもらってから事務室窓口

へ手数料を添えて申し込んでください。(生徒証明書の提示が必要) 

 

 

 

 

事務室からのお知らせ 

②郵送申込 「学務の手引き」巻末の「証明書発行願（受験用）」をコピーして記

入・押印し、手数料と返信郵送料の合計料金分の郵便切手を同封し

て郵送してください。（郵便が事務室に届いた日が受付日となりま

す。発行に日時を要しますので、余裕をもって申し込んでください。） 

※必ず事前に電話で担任と確認のうえ行ってください。 
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通常 英文発行 
種  類 申込用紙 

手数料 発行日 手数料 発行日 
成績・単位修得(見込) 
証明書 

300円 

調査書 
300円 

 

推薦書 

証明書発行願 
（受験用） 

500円 

 
受付から

1週間後 

1,000円 

受付から

1週間後 

 

証明書の枚数 郵送料(普通) 速達料金 

1～2通まで    80円 

3～5通まで 90円 

6～10通まで   140円 

 ＋270円 

 

【各種奨学金・給付金について】 

 

■現在募集中の各奨学金について下記の表に記載していますので、申込み期限等を確認

のうえ申込希望の場合は事務室へお申し出ください。 

■下記以外に兵庫県の奨学金では、経済的理由等で家計が急変した場合の緊急採用制度

があります。制度の詳細については事務室へお問い合わせください。 

■日本学生支援機構第二種奨学金応急予約採用について、申込条件が緩和され、家計急

変事由がなくても、緊急に奨学金の予約が必要となった場合は申込が認められること

となりました。詳細は下記の表をご確認ください。 

種 類 申込書類提出期限 

大阪府育英会高等学校奨学生(追加募集) 

（対象）大阪府内に居住する保護者の生徒で、経済的理由により

修学が困難な人 

（貸与年額） 1・2年次生…370,000円までの金額 

       3年次生…415,000円までの金額 

   ※初年度の奨学金の貸付額は、奨学金の年額を12月で割り、育英会が

申込書類を受付けた月以降の残月数を乗じた金額となります。 

     (交付方法)育英会が書類を受付けた月の翌月中旬頃   

①  1 月20日(木) 

②  2 月22日(月) 

※上記いずれかの日程で

申し込んでください。 

日本学生支援機構 第二種奨学金応急予約採用(有利子) 

来年大学･短大･専門学校等に進学した場合の予約奨学金 

（対象）第二種奨学金の基準を満たし、緊急に奨学金の予    

約が必要となった方 

  （貸与月額）3万円・5万円・8万円・10万円・12万円から選択 

 

1月7日(木) 

※期限以降に申込の必要

が発生した場合は、事務

室までご相談ください。 

 

 

手 数 料 
発 行 日 

返信郵送料 
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【大阪府私立高等学校等授業料減免制度について】 

 

大阪府では、大阪府等の私立高等学校に在籍する生徒の学資負担者(大阪府内在住)の方が経済不況に

伴う家計急変により授業料の納付が困難になった場合、生徒の修学を保障するために学校に対し補助

金を交付(全額または半額)する制度があります。対象となる条件は下記の①②いずれかが該当するこ

ととなっていますが、それ以外にも細かい条件があります。申請を希望する場合は事務室へ確認のう

え申請書を請求ください。 

 

（対象条件）①経営状況の悪化に伴う会社の倒産・解雇により失職した場合 

②会社等の経営状況の悪化に伴い収入が前年より著しく減少した場合 

 

（申込み期限）2010年1月11日（月） 

 

【後期学費納入について】 

 

後期の学費について、分割納入及び12月延納の手続きをされている場合は、今月の納入期限が12月

25日（金）となっています。学校より送付しました「延納・分割納入についてのお知らせ」を確認の

うえ、期日までに納入手続きをしてください。 
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＊インフルエンザの予防法 

・十分な栄養と休養をとる。（睡眠不足は大敵！） 

・できるだけ人込みに行くのは避ける。 

・室内の乾燥に気をつけ、適度な湿度を保つ。 

・風邪の症状がでれば早めに医療機関に受診する。 

・外出先から帰ったら、手洗いとうがいをする。 

 

＊インフルエンザにかかったら 

・安静にして、休養をとる。（休養をとることは、自分の体を守るだけでなく、他の人に

うつさないという意味でも重要です。）  
・部屋の湿度を保つ。（インフルエンザウイルスは湿気に弱い。）  
・水分を十分に補給する。（お茶・ジュース・スープ・お味噌汁など。）  
 
インフルエンザの感染または感染の疑いと診断され、スクーリングを欠席する必要がある

場合は、学校（担任）へ連絡してください。 
 
＊10/20に学校通信と一緒にお送りしたプリント「インフルエンザにおける諸注意／インフ

ルエンザにおける学校休業について」＜両面＞をご確認ください。お手元にない方は職

員室で申し出てください。 
 
【カウンセリングスペース】 

 
＊後期は12月21日（月）までと、2月8日（月）、10日(水)、12日(金)、15日(月)の開室
です。 
１月の開室はありません。 
＊保護者の方もご利用できます。 
＊カウンセリングスペースについてのお問い合わせ、ご予約は保健室（後藤）まで。 
 
【お願い】 

 
保健室・カウンセリングスペースでの食事はご遠慮ください。 
 
 
 

 

 

 

保健室・カウンセリングスペースからの 

お知らせ 
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【不審者への注意】 
 
まもなく冬休みに入ります。みなさんもいろいろなところへ出かける機会が増えると思

います。楽しい思い出をたくさん作ってほしいと思いますが、一方で最近テレビで悲し

い事件の報道が続いています。みなさんもいつどんなところで予期せぬ事件に巻き込ま

れるかわかりませんので、十分注意してください。特に携帯電話など個人情報の管理な

どは慎重に行ってください。 

【生徒の皆さんへ】 
 
外出するときは・・・①どこへ②誰と③何時まで外出するかを保護者の人に必ず連絡し

ましょう。それまでに帰れない場合はできるだけ早く保護者の人に連絡を入れましょう。 

【不審者に遭遇したら・トラブルに巻き込まれたら】 
 
落ち着いて行動するように心がけましょう。まずはひと気のある建物・通りがあればそ

こへ移動しましょう。それができない場合は、はっきりとわからなくても、できるだけ

早く１１０番か、知人などへ電話しましょう。防犯ブザーを携帯することも効果的です。 

【違反行為はやめましょう】 
 
休暇中であっても違反行為は学校のルール違反になります。絶対にしないでください。 

【保護者の皆さんへ】 
 
自立を求めて葛藤している高校生は、小中学生とは違い大変関わりが難しいと思います。

自立の機会を妨げず、かつ安全を確保することは保護者の皆さんにとっても頭を悩ませ

ることだと思われますが、あまり気負うことなく、「あいさつをする」「服装をほめる」「出

かけるときに声をかける」など身近なことを大事にしてみることから始めてはいかがで

しょうか。非行・反抗は子どもからの危険信号です。無関心・無反応はできるだけ避け

ましょう。悩んだときは、抱え込まずに相談してください。 
 
【スクーリング終了後の学校利用について】 
 

2009年12月23日（水）～2010年1月5日（火）と 1月9日（金）～3月末日までの

間で集中授業・テスト・レポート提出や行事などがない日は、生徒の皆さんは学校に通

学することはできません。集中授業は事前の日程表、テスト・各学校行事などは学校通

信で確認してください。クラブ・さーくる活動をする人は事前の活動計画に従ってくだ

さい。証明書発行などで事務室に用事のある人、担任と相談する必要がある人は来校す

ることができます。担任が不在のこともあるので、必ず事前に電話などで約束をとって

おくようにしましょう。 

 
 

 

以上の３点を含めた「学校生活上の決まり」が守られない場合は以下の順に沿って、

保護者同伴の上での厳重注意やより強い処分を行います。 

何らかのかたちですでに注意を受けている人は特に注意してください 

生徒支援からのお知らせ 

注 意 

現場注意→担任注意→保護者・本人呼び出し→誓約書提出→退学処分 
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【大学入試センター試験を受験するみなさんへ】 

 
■1月16日(土)・17日(日)にいよいよ大学入試センター試験(センターテスト)が実施され
ます。 
○届けられた受験票をよく確認しておいてください。 
○特に、試験会場については、その所在地等を確認の上、できるだけ下見をしておい

てください。 
○万が一、受験票が届いていない場合は、至急、大学入試センターへ問い合わせてく

ださい。 
大学入試センターTEL:03-3465-8600、月～金まで9：30～12：00、土は13：00～17： 

  受験されるみなさんの健闘をお祈りしています。 
 ■学校通信11月号でも案内しましたが、本校の大学入試センター試験受験者は、受験科

目の自己採点結果について、ベネッセコーポレーションデータネット(自己採点集計会)
に参加し、国公立大学二次または私立大学センター利用入試の出願校選びの参考資料

を作成します。 
○データネットでは、参加者の得点集計をもとに、センター試験受験者全体の平均点

や得点分布を予想加味した上、志望校の合格可能性が判定されます。（判定・平均点・

各自得点等が記載された成績表が作成されます。）また、合格可能性別に大学を検索

することが可能です。これは、特に、個別試験が実施されない私立大学については、

合否予測の大きな判断材料となります。  
○大学入試センター試験を受験するみなさんは、後述の要領を確認した上で、データ

ネットに参加してください。 
 

＜データネット参加要項のための諸注意＞ 
 

①大学入試センター試験受験：1月16日(土)・17日(日) 

試験時間中に解答を問題用紙に控える。 
・問題用紙は回収されません。解答を正確に控え、忘れずに、問題用紙を持ち帰ること。 

 
②自己採点：1月17日(日)または18日(月) 

   自己採点し各科目の得点を出す。 
・1月17日(日)および18日(月)の新聞(朝刊)に正解および配点が掲載されるので、これを 
確認の上、自己採点してください。 

・正解・配点は、インターネット(http://www.fine.ne.jp)でも確認できます。 
・自己採点では、各受験科目の得点(Ⅰ・Ⅱ、A・B 等の区別注意、国語は現代文のみの
得点も必要)を算出してください。（全受験科目の合計点は不要） 

(例)リスニング：33 英語：101 数学ⅠA：73 数学ⅡB：48 国語ⅠⅡ：85(現代文：51) 

進路支援からのお知らせ 

00 
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化学ⅠB：52 生物ⅠB：67 現代社会：39 地理 A：91 



 
 

 

 
 
 

 

 

 
③自己採点結果および志望校を高校に報告：1月18日(月)10：00～15：00まで 

採点結果及び志望校を上記期限までに高校に連絡する。 
・各科目得点および志望校を上記期限までに高校(担任または進路支援担当)に連絡してく
ださい。（電話･ファックスまたは来校） 
・志望校は、6校(国公立は4校)まで登録できます。コード及び大学名等(学部・学科名、 

 
④センターテスト結果分析ガイダンス：1月22日(金)11：30～ 

・希望者は出席してください。 
 
⑤個人成績表配布：1月22日(金)ガイダンス終了後より 
・判定・平均点・各自得点等が記載された成績表を配布します。22日(金)以降に高校に取
りに来てください。 

 
⑥出願校決定面接：1月22日(金)ガイダンス後～14：00および26日(火)11:30～13:00 

・上記自己採点集計結果をもとに、面接にて出願校を決定します。面接希望者は、電話等で

進路支援部・古田まで連絡の上、面接日時を予約してください。（1人20分） 
 

【新型インフルエンザに関する注意事項】（大学入試センター発表） 

 

■試験前日までの注意事項 

新型インフルエンザの流行が拡大していることから、大学入試センター試験の受験に

際しては、次の点に留意してください。 

 

①発熱や咳などの症状がある場合は、あらかじめ医療機関での受診を行い、治療が必

要と診断された場合は医師の指示に従い、本試験を受験せずに、所定の期間内に追

試験の受験申請を行ってください。 

②試験当日までは、手洗いやうがいの励行、症状が出た場合や混み合った場所でのマ

スクの着用、外出の自粛、咳エチケットの徹底など、健康管理に十分留意してくだ

さい。 

③大学入試センター試験における新型インフルエンザ対策については、大学入試セン

ターのホームページ及び大学入試センターモバイルサイトを通してお知らせします

ので、適宜、確認してください。 

 

 

 

 

入試方式など)を正確に報告してください。大学コード表は、事前(1/15頃)に郵送します。 
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■試験当日の注意事項 

新型インフルエンザ等の感染予防及び感染拡大防止策として、次の点に留意してくだ

さい。 

 

①試験当日に体温が 38 度以上となる発熱・咳・咽頭痛・倦怠感・鼻汁・鼻閉・頭

痛・下痢等のインフルエンザ様症状がある場合は、無理をせずに医療機関で受診

の上、追試験の受験申請を行ってください。 

②試験場に来た後にインフルエンザ様症状が出た場合は、監督者等に申し出てくだ

さい。その際、医師等により症状を確認し、受験を継続するか否かの意思確認を

行いつつ、別室での受験や医療機関での受診を勧めることがあります。 

③感染予防対策等のため、できるだけマスクを着用してきてください。 

なお、使用済のマスクを収納するビニール袋も必ず持参し、使用済のマスク等は

持ち帰ってください。 

 

【学習アシスト・ルームだより】 
 

■今期(2009年度後期)の学習アシスト・ルームは、12月22日(火)までとなります。 

1月は開設日がありませんので、注意してください。 

■この最終日(12/22)に茶話会をします。本音トークが飛び交う学習アシスト・ルーム版

「しゃべり場」の開店です。名前をつけるとすれば、カフェテリア「学アシ」。如何で

しょうか？ご来店を待っています。 

 

 

 

 

 

 

開店日 ：12月22日（火） 

開店時間：午後3時50分 

閉店時間：午後4時50分 

主な内容：ゲームとおしゃべりとクリスマスケーキと･･･ 

  

カフェテリア「学アシ」店長：大谷友貴 
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『しごと悩み相談室』が10月にスタートして3ヶ月が過ぎようとしています。自分自身の

生き方を考えるヒントとして『相談室』を活用している生徒さんが増えてきています。 
 10月になって後期のスクーリングが始まると同時に、進路支援部には生徒の皆さんの進

学や就職に関する情報が入ってくるようになりました。「やったー合格した！」「あかん。

面接が全然やった…」人それぞれですが、皆さんが少しずつ自分自身の人生と向き合って

いるのがひしひしと伝わってきます。 
『相談室』はいわゆる「就職」の相談だけをする場所ではありません。「はたらく」こと

について何でもいいので「おしゃべり」できるところです。 
高校を卒業してすぐ就職を希望する生徒さんにも、大学や専門学校への進学を考えてい

る生徒さんにも、その先が続いていきます。卒業後の進路や次のステージについて、まだ

考えたことのない生徒さんも、少しずつ考えている生徒さんも、明確な目標がある生徒さ

んも、一度『相談室』をたずねてください。 
卒業年次の生徒さんはもちろん、1～2年次の生徒さんもまずは自分のペースを大切にし

て、少しずつ「将来のはたらいている自分」がイメージできるようになればいいですね。 
『相談室』は生徒さんだけではなく保護者の方々や卒業生も活用できます。もしお時間

が取れるようでしたら一度いらしてください。 
 

『しごと悩み相談室』 
  

開設期間：2009年10月1日～2010年3月31日 

開設日 ：毎月第1・3月曜日 

時間帯 ：10時から13時（１人約50分／一日3人の予約制） 

場所  ：カウンセリング・スペース（2階） 

対象  ：生徒・保護者・卒業生 

担当  ：林田 明子さん（大阪府若者サポートステーションカウンセラー） 

 

＊ 1月は18日（月）、2月は1日(月)・15日(月)です。 

＊ 予約が必要ですので、進路支援部（池本・鮫島）へお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『しごと悩み相談室』からのお知らせ
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特別活動のお知らせ 映画・アートを見よう！ 
学校で指定した校外での展覧会、映画・ビデオ鑑賞で特別活動時間を認めます。特別活動

時間が不足しがちな人は活用してください。 
※指定以外のものは認定できません。また休学中の申請も認められません。 
利用の仕方 

① 学校で指定した展覧会、映画・ビデオ鑑賞を行う。 
② ①を証明するもの（チケットの半券・タイトル名が書かれてあるビデオレンタルの領収書、レシートな
ど）を学校に持参して、所定の用紙に必要事項（鑑賞、観覧日時、感想文など）を記入し申請する。 

※②がない場合は、認定できません。 

※それぞれの詳細情報（地図、上映・開館ｽｹｼﾞｭｰﾙなどについては、各自で問い合わせてください。） 

 

12 月 
それぞれ特別活動2時間に認定します。 

お知らせ：後期卒業予定者は、2月26日（金）までに申請してください。 

儚きもの 

～1/17まで 

京都市美術館 

京都地下鉄東西線「東山」駅徒歩10分 

高校生 300円（前売200円） 

北宋汝窯青磁 

考古発掘成果展 

～3/28 

大阪市立東洋陶磁美術館 

京阪電車中之島線「なにわ橋」駅下車すぐ 

高校生 600円（前売450円） 

展

覧

会 

ｼﾞﾌﾞﾘの絵職人男鹿和雄展 

トトロの森を描いた人 

～2/7まで 

兵庫県立美術館 

阪神「岩屋」駅徒歩10分 

高校生1,000円（前売800円） 

 

スノープリンス 
禁じられた恋のメロディ 
～12/25@アポロシネマ他 

昭和11年、雪深い北国の村で草太（森本慎太郎）は、祖父の正吉（中村嘉葎雄）と暮ら
し、秋田犬のチビや幼なじみの早代（桑島真里乃）と日々を過ごしていた。そんなある日、
正吉が世を去り、悲しみに暮れる草太は、つらい現実に負けまいと必死に大好きな絵を描
き続けた。そしてクリスマスの夜、草太は完成した絵を早代に見せようとするのだが……。 

のだめｶﾝﾀｰﾋﾞﾚ最終楽章前編 

12/19～@アポロシネマ他 

プラティニ国際音楽コンクールでの優勝後、千秋（玉木宏）はルー・マルレ・オーケスト
ラの常任指揮者に。早速オケの偵察に行く千秋だったが、まったくやる気の感じられない
団員たちの態度を目の当たりにし、がく然としてしまう。一方、のだめ（上野樹里）はコ
ンセルヴァトワール（音楽学校）の進級試験を控え、練習に励む毎日を送っていたが……。 

映

画

館 
誰がため 
1/9～@テアトル梅田他 

第二次世界大戦末期。打倒ナチスを掲げる地下抵抗組織ホルガ・ダンスケの一員、フラメ
ン（トゥーレ・リントハート）とシトロン（マッツ・ミケルセン）の任務は、ゲシュタポ
とナチスに寝返った人たちを暗殺すること。しかし、あることをきっかけに任務への疑問
を抱き始めた彼らは、組織に対する疑念を膨らませるようになる。 

クリスマスキャロル 
（2001年） 
監督：ジミーTムラカミ 

チャールズ・ディケンズ原作『クリスマス・キャロル』のアニメ化作品。声優にニコラス・
ケイジ、ケイト・ウィンスレットなどハリウッドスターを起用。欲にまみれたスクルージ
が、愛にめざめていく物語。意地悪で偏屈者の老人・スクルージ。クリスマス・イブの晩、
そんな彼の前に亡くなった共同経営者の亡霊が現れる。亡霊は過去・現在・未来の3人の
幽霊をスクルージに紹介し、彼に幼かったころの思い出など、さまざまな記憶をよみがえ
らせる。そして、最後に未来の幽霊が見せたものは…。 

ｸ ﾘ ｽ ﾏ ｽに雪は降るの？
(1996年） 
監督：ｻﾝﾄﾞﾘｰﾇ・ヴェッセ 
主演：ドミニクレイモン 

南フランスの農場地帯を舞台に、農場主と愛人、そして7人の子どもたちの生活を描く。
子供達は自分を私生児と知りながらそれを甘受し、母親を心から愛し、慕う。家族を愛す
ることと生きる強さを与えてくれる作品。 

ビ

デ

オ 

ノエル(2004年） 
監督：チャズパルミンテリ 
主演：ｽｰｻﾞﾝ・サランドン 

スーザン・サランドン、ペネロペ・クルス、ポール・ウォーカーら、ハリウッドの人気俳
優らによる、クリスマスの奇跡を描いた感動作。俳優としても知られるチャズ・パルミン
テリ監督が、最もクリスマスが似合う街ニューヨークを舞台に、人のぬくもりと愛の素晴
らしさを問いかける。クリスマスのイルミネーションが美しく飾りつけられたニューヨー
クに、それぞれに悩みを抱えるローズ（スーザン・サランドン）、ニーナ（ペネロペ・ク
ルス）、マイク（ポール・ウォーカー）がいた。 
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 今 月 の 聖 句  

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

教会では、１１月２９日（日）からクリスマスを待ち望む時期に入りました。アドヴェントと

呼ばれる季節です。アドヴェントは元来、降る（くだる）という意味です。そこから、降臨節ま

たは待降節とも呼ぶようになりました。 

 神さまがご自身のひとり子であるイエス・キリストを世にくだらせ、人となってこの世の人々

を（そして私を）お救いくださったのです。 

 イエスさまによる救いとは何か。神さまに向かって罪を犯している私を救うために神に等しい

イエスさまが私と同じ人となってくださったこと、しかもおのが命を捨てて（十字架にかかって）

まで私の罪を償ってくださったこと、こうして完全に罪を赦してくださったことが救いでありま

す。 

 救われるために、私は沢山よいことをして、その報酬が必要だと考えるなら、イエスさまの降

臨は無用ですし、無意味となるでしょう。誰もが死ぬときを迎えます。そのとき、自分は天国に

入れる資格があるだろうかと不安になるのです。イエスさまは「気をつけて目を覚ましていなさ

い」と教えました。いつ死ぬことになっても、不安ではなく、イエスさまが私をお救いくださっ

たと確信してイエスさまに感謝しつつ、許される限り生き続けること、救い主であるイエスさま

の憐れみと愛に包まれていることが、「目を覚まして」いることであります。 

 それでは、よいことをしなくてもよろしいのか、完全に救われるための善行なんてできるもの

ではありません。イエスさまの救いをいただいているからこそ、その感謝のしるしをおささげす

ることが、わたしの善行であります。そうせずにはおれないこととなるのです。 

 イエスさまの救いに向けて「目を覚ましている」なら、よいことを励むという結果がおのずと

生まれるのです。 

 

南ＹＭＣＡ｢キリスト教｣委員会２００9 

（日本キリスト教団 中谷 哲造牧師より） 

 

 

 

『気をつけて、目を覚ましていなさい。 

その時がいつなのか、あなたがたには分からないから 

である。･･････だから目を覚ましていなさい。』 
 

       （マルコによる福音書 13章33節,35節） 

 



 
 

 

 
 
 

 

 

 

 


